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明

末

遼

東

の

互

市

場

補

遺島

江

同色

世帯

雄

本
訴
第
九
十
判
所
載
「
明
末
遼
東
の
宜
市
場
」
に
お
い
て
、
馬
市
を
七
市
、
（
う
ち
開
原
南
関
市
は
酔
万
期
に
は
馬
市
の
安
は
な
い
℃
ま
た

長
安
僅
は
万
陪
末
に
は
木
市
と
し
て
再
開
さ
れ
て
い
る
。
）

木
市
を
四
市
、

（
再
開
後
の
長
安
壁
を
加
え
る
と
五
市
。
）

互
市
を
三
市
挙
げ

て
、
明
末
、
主
と
し
て
限
度
万
暦
年
聞
に
お
け
る
遼
突
の
互
市
即
ち
国
際
貿
易
場
の
増
加
を
筆
者
は
述
べ
た
。
こ
の
う
ち
木
市
と
し
て
挙
げ
た

も
の
は
遼
院
長
安
盤
、
義
川
大
康
盤
、
錦
州
大
福
盤
、
平
遠
輿
水
県
盤
、
前
屯
高
台
壁
の
主
市
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
後
に
鍵
遼
碩
画
の

巻
頭
に
附
載
さ
れ
た
遼
東
関
に
馬
市
や
木
市
の
文
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
図
に
よ
る
と
遼
陽
長
安
壁
に
は
木
市
の
字
を
記

入
せ
ず
、
広
寧
北
方
に
あ
る
釦
夷
壁
の
南
に
木
市
の
記
入
が
あ
る
。
大
康
壁
、
大
福
盤
、
輿
水
県
盤
、
高
台
壁
に
は
夫
々
木
市
の
文
字
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
木
市
の
数
は
同
じ
く
五
市
で
あ
る
が
、
筆
者
の
挙
げ
た
長
安
盤
木
市
が
な
く
て
鎮
夷
億
一
木
市
が
こ
れ
に
代
っ
て
い
る
の
で
あ

る。
盤
骨
遼
碩
闘
の
収
む
る
疏
奏
は
、
巻
一
巻
二
を
別
と
し
て
、
巻
一
一
一
以
下
巻
四
十
六
ま
で
は
戊
午
孟
夏
（
万
暦
四
十
六
年
）
か
ら
庚
申
孟
秋
（
万

暦
四
十
八
年
リ
泰
昌
元
年
）
ま
で
の
分
で
あ
る
。
翌
年
天
一
啓
元
年
（
清
、
天
命
六
年
）
三
月
に
は
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
は
す
で
に
溶
陽
遼
陽
を
攻
略
し
、

四
月
に
は
遼
阪
に
提
都
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
明
と
福
余
泰
寧
そ
の
他
遼
河
套
住
牧
の
諸
部
落
と
交
易
し
て
い
た
遼
河
東
の
互
市
場
即
ち

明
末
市
出
来
の
互
市
場
補
選
ハ
江
島
）

一
五
七



明
末
遼
東
の
互
市
場
補
遺
（
江
島
）

一
五
八

慶
雲
軍
馬
市
は
す
で
に
二
年
前
に
、
そ
し
て
遼
陽
所
属
の
長
安
壁
木
市
も
天
啓
元
年
一
二
月
を
以
て
終
っ
た
筈
で
あ
る
α

明
煮
宗
実
録
天
啓
元
年

三
月
壬
成
の
条
は
ヌ
ル
ハ
チ
の
遼
陽
攻
略
を
述
べ
て
詳
し
い
が
、
同
じ
壬
成
の
条
に
、

西
魔
紗
花
陥
長
安
壁

と
あ
る
d

満
文
老
檎
や
満
州
実
録
等
の
遼
陽
政
略
の
次
の
日
に
当
る
一
一
一
月
十
九
日
の
条
に
、
葉
古
国
の
暗
繭
暗
の
卓
雄
克
図
洪
巴
図
魯
貝
鞠
枯
一
寸

が
渚
陽
城
の
財
糧
を
窺
取
せ
ん
と
襲
来
し
た
の
を
、
後
金
側
の
蒙
古
人
が
反
撃
し
て
駆
殺
し
た
記
事
が
あ
る
が
、
清
で
い
う
卓
膿
克
図
洪
巴
図

魯
ほ
明
で
い
う
こ
の
紗
花
（
紗
花
、
抄
花
、
妙
花
）
の
こ
と
で
あ
る
と
和
田
博
士
は
い
わ
れ
て
い
る
。
と
に
か
く
長
安
盤
木
市
ほ
紗
花
の
侵
略

と
後
金
の
遼
陽
占
領
と
に
よ
っ
て
と
の
時
廃
絶
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
明
烹
宗
安
録
天
啓
七
年
三
月
遼
東
替
師
王
之
臣
の
遼
東
撫
賞
諾
弊
の

上
言
に
対
し
て
同
月
美
酉
の
兵
部
の
覆
議
に
は
撫
夷
の
処
が
関
内
に
在
る
も
の
と
関
外
に
在
る
も
の
を
述
べ
て
い
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は

在
闘
外
者
。
如
煙
兎
・
卒
寮
等
賞
子
開
原
鉄
嶺
。
ダ
青
・
虎
撤
兎
位
・
貰
台
士
口
・
紗
花
・
扶
兎
等
賞
子
平
虜
盤
長
安
壁
広
寧
鎮
静
盤
。
小

宮

Y
主
円
等
賞
子
義
州
太
康
強
。
扶
兎
等
叉
賞
子
錦
州
大
福
壁
。
此
因
各
夷
近
遼
。
故
必
子
遼
地
。
白
河
東
失
而
移
広
箪
。
辛
酉
事
也
。
非
広

寧
額
賞
也
δ

広
寧
叉
失
而
移
関
内
。
壬
成
事
也
。
非
関
門
額
賞
也
。
寧
前
既
復
而
移
寧
遠

Q

乙
主
事
也
。
話
汁
非
密
T

遠
額
賞
也
。
此
関
内
関

外
撫
賞
之
大
較
也
。

と
あ
る
。
辛
酉
は
明
の
天
啓
元
年
即
ち
清
の
天
命
六
年
で
ヌ
ル
ハ
チ
が
藩
陽
遼
陽
を
攻
略
し
河
東
を
占
領
し
た
年
で
あ
り
、
杢
成
は
そ
の
翌
年
勢

に
乗
じ
て
河
西
を
攻
撃
し
、
広
寧
義
州
を
攻
略
し
、
帰
降
の
官
民
を
河
東
に
移
し
た
年
で
あ
り
、
乙
丑
は
明
の
天
啓
五
年
後
金
の
天
命
十
年
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
長
安
霊
木
市
が
天
啓
元
年
河
東
失
陥
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

紗
花
は
何
故
こ
の
時
E
R
安
壁
木
市
脅
用
問
、
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
問
博
士
は
遼
夷
略
た
引
い
て
紗
花
の
一
党
が
鎖
武
、
西
平
、
東
昌
、
長

静
、
長
安
、
長
男
、
平
慣
の
諸
盤
に
直
接
す
る
地
域
、
即
ち
濯
河
套
の
最
南
端
に
当
る
地
域
に
住
牧
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
長

安
盤
木
市
は
ま
さ
に
明
の
方
に
は
泰
寧
街
夷
酋
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
紗
花
一
派
（
清
で
云
う
略
爾
暗
部
）
に
対
し
て
開
か
れ
た
木
市
で
あ



っ
た
と
い
え
る
。
旧
時
聞
か
れ
て
い
た
馬
市
が
一
度
閉
鎖
さ
れ
、
万
暦
四
十
三
年
木
市
と
し
て
再
開
さ
れ
た
の
は
前
論
文
に
述
べ
た
如
く
、

ヌ

ル
ハ
チ
筆
制
の
た
め
に
紗
花
の
勢
力
を
よ
り
強
く
明
側
に
招
撫
結
合
す
る
た
め
で
あ
っ
た
し
、
紗
花
の
方
も
遼
東
の
形
勢
を
利
用
し
て
開
市
を

要
請
し
た
と
考
え
ら
れ
る
a

一
二
朝
遼
事
賀
録
（
巻
一
二
）
天
啓
元
年
二
月
の
条
に
は

見
今
巴
領
貰
把
都
等
頭
日
昔
一
九
夷
索
賞
長
安
盤

の
記
述
が
あ
り
、
務
遼
失
陥
の
直
前
に
彼
等
が
こ
の
形
勢
を
利
し
て
撫
賞
を
貧
っ
た
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
巴
領
は
巴
林
部
、
資
僧
都
は

注
5

洪
巴
図
魯
剤
ち
紗
花
で
あ
る
以
上
の
如
く
長
安
盤
木
市
は
い
は
ば
紗
花
一
派
の
た
め
の
木
市
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
後
金
の
ヌ
ル
ハ
チ
が
天

一
啓
元
年
三
月
十
二
日
構
陽
を
攻
略
し
、

つ
い
で
十
九
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
遼
陽
攻
略
を
行
っ
た
時
、
紗
花
は
自
派
専
用
の
木
市
（
そ
こ
に

は
当
然
撫
賞
用
財
貨
が
貯
え
ら
れ
、
或
は
木
市
関
係
の
民
間
商
品
の
貯
蔵
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
し
、
木
市
の
聞
か
れ
る
地
域
は
他
地
方
に
比

ベ
て
富
裕
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
）
が
ヌ
ル
ハ
チ
に
掠
取
さ
れ
る
の
を
坐
視
す
る
に
堪
え
ず
先
手
を
う
っ
て
侵
略
し
、
あ
わ
よ
く
ば
混
乱

し
た
溶
陽
の
財
貨
を
掠
奪
し
よ
う
と
計
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ヌ
ル
ハ
チ
と
陰
通
し
明
を
共
攻
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
後
金
側
が
紗
花
即

ち
卓
礼
克
図
日
ハ
勅
の
侵
窟
を
反
撃
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
当
時
略
爾
略
の
強
酋
宰
費
は
後
金
側
に
い
虜
囚
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
略

註
6

爾
唱
の
一
部
は
後
金
と
聯
和
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
そ
の
線
を
た
ど
っ
て
後
金
と
略
爾
略
五
部
と
の
連
和
会
盟
も
成
立
し
て
い
た
ο

西
虜

が
ヌ
ル
ハ
チ
と
連
和
L
、
そ
の
命
を
受
け
て
行
動
し
て
い
る
と
の
推
測
は
ヌ
ル
ハ
チ
の
開
原
攻
略
以
来
明
側
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。

L
か
し

一
方
議
運
失
陥
の
夜
前
天
啓
元
年
二
月
に
は
紗
花
の
兄
冗
斑
の
子
爆
兎
が
使
者
を
国
境
の
市
場
に
遺
わ
し
ヌ
ル
ハ
チ
の
溶
陽
侵
冠
の
近
い
こ
と

を
伝
報
し
、
同
時
に
媛
兎
が
略
爾
略
諸
営
を
調
集
し
て
遼
河
套
に
住
牧
し
つ
つ
、

ヌ
ル
ハ
チ
の
溶
陽
来
侵
を
期
し
て
そ
の
根
拠
地
を
襲
撃
し
、

虜
囚
の
宰
饗
（
爆
兎
の
弟
の
子
）
を
奪
回
し
て
ヌ
ル
ハ
チ
の
後
方
を
悶
乱
し
明
に
協
力
せ
ん
こ
と
を
申
し
入
れ
、
両
家
（
明
と
蒙
古
）
は
原
是

一
家
で
あ
る
な
ど
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
い
か
ら
、
長
安
優
一
襲
撃
は
必
ず
し
も
明
と
抗
争
す
る
た
め
の
行
動
で
は
な
く
、
や
は
り
火
事
場
泥
坊

的
な
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。

明
宋
遼
東
の
互
市
場
補
遺
子
江
島
）

一
五
九



明
末
遼
東
の
互
市
場
補
遺
（
江
島
〉

一六
O

鎮
夷
壁
木
市
が
簿
遼
碩
画
の
遼
東
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
箸
遼
碩
画
の
巻
一
よ
り
巻
四
十
六
に
至
る
多
数

の
奏
疏
中
に
こ
の
木
市
に
触
れ
た
記
事
合

R
出
し
得
な
い
。
市
場
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
が
多
く
、
先
の
「
明
末
遼
東
の
互
市
場
」
の
主
た
る

論
拠
と
し
た
遼
英
略
に
は
勿
論
鎮
英
霊
木
市
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
万
暦
末
よ
り
泰
昌
・
天
啓
に
亘
る
明
実
録
の
記
述
に
も
鎮
夷
盤
木
市
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
は
な
い
。
た
だ
三
朝
遼
事
実
録
の
天
啓
二
年
二
月
の
条
に
、
架
顔
等
三
衡
や
西
虜
の
馬
市
木
市
に
つ
い
て

前
略
：
：
：
再
査
。
諸
夷
大
潟
市
。
在
広
寧
鎮
静
壁
鎮
遠
関
。
小
木
市
。

一
在
広
寧
鎮
、
夷
盤
。

一
在
義
州
大
康
壁
。

一
在
錦
州
大
福
盤
。

在
寧
遠
輿
水
県
盤

Q

一
在
中
後
所
高
台
盤
。
泊
料
菜
顔
街
夷
人
入
市
之
地
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
簿
遼
碩
画
の
遼
東
図
記
載
と
全
く
一
致
し
、
た
だ
高
台
壁
が
従
来
の
前
屯
術
所
管
か
ら
河
西
失
陥
後
の
寧
前
地
方
の
防
衛
充

実
の
結
果
と
し
て
中
後
一
所
所
管
に
移
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
違
い
で
あ
る
。
繁
遼
碩
画
は
先
述
の
ご
と
く
程
開
枯
が
主
と
し
て
万
暦
四
十
六
年
春

か
ら
四
十
八
年
秋
ま
で
の
上
奏
文
安
摂
し
た
も
の
で
庚
申
（
万
暦
四
十
八
年
U
泰
昌
元
年
）
荒
軟
の
序
文
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
附
載
さ
れ
た
地

図
は
万
暦
四
十
八
年
末
か
宇
一
天
啓
元
年
頃
の
状
部
保
守
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
遼
河
東
の
部
分
に
は
関
原
の
鎮
北
壁
南
の
馬
市
即

ち
北
関
の
た
め
の
開
原
馬
市
盤
の
馬
市
と
福
余
等
の
街
の
た
め
の
開
原
慶
雲
盤
の
馬
市
の
所
在
を
記
入
し
て
を
り
、
建
州
女
直
の
た
め
の
撫
順

の
馬
市
は
勿
論
、
清
河
、
野
際
、
貿
崎
県
の
｝
均
一
市
の
記
入
ほ
さ
れ
て
い
な
い
。
馬
術
盤
の
馬
市
と
療
雲
壁
の
馬
市
は
開
原
所
管
で
あ
り
、
万
暦
四

十
七
年
宍
月
ヌ
ル
ハ
チ
の
開
原
攻
略
ま
で
は
開
僚
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
期
を
以
て
廃
絶
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
馬
市

の
記
入
会
根
拠
に
考
え
れ
ば
、
響
明
閉
店
闘
の
讃
英
図
は
換
問
攻
略
の
結
果
と
し
て
の
建
州
女
衝
に
対
す
る
馬
市
や
互
市
の
廃
止
即
ち
万
暦
四
十

六
年
二
一
月
以
後
、
問
原
の
両
馬
市
の
存
在
し
た
間
十
七
年
六
月
以
前
の
代
熊
JV
示
し
て
い
る
と
ホ
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
う
と
す
れ
ば
こ
の

時
期
に
ば
界
一
安
健
太
一
市
は
な
お
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
の
記
入
が
な
い
の
は
お
か
し
い
の
で
あ
る
。

欝
遼
碩
画
の
遼
田
地
図
即
ち
「
由
山
海
歪
広
寧
」
図
に
記
載
さ
れ
る
馬
市
木
市
は
先
述
の
如
く
三
朝
遼
事
実
録
天
啓
二
年
二
月
の
条
に
述
べ

る
馬
前
太
市
の
存
在
と
一
致
す
る
。
一
一
一
朝
損
事
実
摂
の
棉
者
芋
一
－
一
社
菩
は
表
目
F

一
究
年
に
丘
〆
都
・
芹
一
件
郎
に
黒
任
き
れ
、
天
啓
一
一
年
に
は
署
長
部
事
に



昇
り
、
次
い
で
天
啓
二
年
三
月
に
は
兵
部
尚
書
兼
右
副
都
御
史
と
な
り
、
河
西
失
陥
の
責
を
問
わ
れ
た
熊
廷
弼
に
代
っ
て
遼
東
蔚
鎮
天
津
登
第

の
経
略
に
任
じ
ら
れ
、
同
年
八
月
孫
承
宗
と
交
替
し
て
南
京
兵
部
尚
書
に
遷
っ
て
い
る
。
丁
度
万
暦
末
か
ら
天
啓
年
間
に
か
け
て
直
接
遼
東
の

辺
防
に
関
係
し
た
経
歴
を
も
っ
。
従
っ
て
彼
の
記
録
す
る
河
西
の
木
市
は
当
時
の
実
際
を
示
し
て
い
る
と
見
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
天

啓
二
年
の
初
に
は
河
西
の
木
市
は
五
市
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
簿
遼
碩
画
の
遼
西
図
は
必
ず
や
天
啓
元
年
の
末
か
天
啓
二
年
の
初
の
木
市
の
所

在
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
開
原
の
馬
市
を
記
入
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も

建
州
女
直
の
馬
市
・
立
市
が
当
然
明
側
か
ら
廃
止
し
た
の
と
還
っ
て
、
本
来
継
統
開
催
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
後
金
の
力
に
よ
っ
て
中
絶
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
遼
夷
略
に
は
河
西
の
木
市
は
鎮
夷
旧
宮
一
が
抜
け
て
四
市
が
記
さ
れ
て
い

る
。
遼
夷
略
は
そ
の
銭
言
で
述
べ
て
い
る
通
り
、
溝
陽
遼
陽
の
陥
落
後
、
ま
だ
一
判
西
を
明
が
保
持
し
て
い
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天

啓
元
年
孟
夏
日
附
の
叙
文
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
記
述
は
開
原

y
鉄
嶺
・
溶
陽
・
遼
揚
等
の
失
陥
前
の
開
原
の
潟
市
や
長
安
壁
の
木
市
に

も
及
ん
で
い
る
か
ら
、
遼
東
失
陥
即
ち
万
暦
四
十
八
年
（
泰
日
間
元
年
）
以
前
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
誤
り
な
い
。
と
す
れ
ば
木
市
に

つ
い
て
次
の
様
な
変
化
が
た
ど
ら
れ
る
。

庚
申
（
料
眠
時
計
八
ぜ
長
安
盟
大
康
盤
大
福
壁
輿
水
牒
壁

高
台
壁

平
酉
（
天
啓
元
年
）

河
東
失
此

壬
成
（
天
啓
二
年
）

鋲
夷
盤
大
康
壁
大
福
壁
輿
水
鯨
盤
高
台
壁

即
ち
鋲
英
霊
木
市
は
遼
陽
陥
落
に
よ
っ
て
中
絶
し
た
長
安
盤
木
市
、
即
ち
泰
・
寧
街
止
を
称
す
る
紗
花
一
派
に
対
す
る
木
市
が
鋲
夷
壁
に
再
開
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
時
期
は
河
東
失
陥
後
間
も
な
く
即
ち
天
啓
元
年
の
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
先

引
の
明
実
録
に
撫
夷
市
賞
の
場
所
の
変
遷
を
述
べ
て
、

「
白
河
東
失
而
移
広
寧
、
辛
酉
事
也
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
知
ら
れ
る
υ

だ

明
末
泌
東
の
互
市
場
制
遺
ハ
江
島
）

_,_ ノ、



明
末
遼
東
の
互
市
場
補
選
（
江
島
）

」
ノ、

が
鎮
夷
壁
木
市
の
期
聞
は
短
か
い
。
天
啓
二
年
正
月
に
は
ヌ
ル
ハ
チ
の
河
西
侵
窟
が
開
始
さ
れ
、
広
寧
義
州
錦
州
等
河
西
の
明
の
要
地
は
攻
略

さ
れ
た
の
で
広
寧
の
馬
市
、
鎮
夷
盤
、
大
康
盤
、
大
福
壁
の
木
市
は
開
催
不
可
能
と
な
っ
た
筈
で
あ
り
、
輿
水
県
盤
、
高
台
壁
の
木
市
も
中
絶
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
先
の
明
実
録
の
記
述
に
「
広
寧
又
失
而
移
関
内
。
壬
成
事
也
」
と
あ
り
、
西
虜
の
市
賞
互
市
が
天
啓
二
年
以
後
山
海
関
に
移

さ
れ
た
こ
と
を
云
っ
て
い
る
。
三
朝
遼
事
実
録
が
天
啓
二
年
二
月
に
述
べ
る
河
西
の
馬
市
木
市
は
、
実
際
は
す
で
に
こ
の
月
に
は
開
催
出
来
な設

9

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
世
田
ナ
遠
前
屯
の
軍
備
強
化
と
共
に
天
啓
五
年
市
賞
五
市
の
所
管
が
再
び
山
海
関
よ
り
寧
遠
に
移
さ
れ
て
い
る
の
で
、

輿
水
県
壁
、
高
台
盤
の
木
市
は
再
開
さ
れ
、
更
に
錦
州
の
大
福
霊
木
市
も
再
開
さ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
解
ら
な
い
。
後

金
と
の
激
し
い
抗
争
と
敗
退
の
間
に
お
い
て
、
こ
の
様
に
明
が
車
内
市
木
市
の
維
持
に
努
め
、
市
賞
を
増
加
し
て
西
虜
・
冗
良
晴
の
招
織
を
積
極

的
に
行
っ
た
の
は
、
豪
古
勢
力
を
明
側
に
加
え
、
そ
の
助
兵
応
援
を
期
待
し
、
或
は
蒙
古
と
後
金
と
の
結
合
を
恐
れ
夷
虜
分
裂
を
増
大
さ
せ
る

た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

明
末
の
遼
東
に
は
馬
市
・
互
市
・
木
市
等
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
国
境
互
市
場
が
十
所
に
余
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
名
称
が
異

な
る
様
に
、
同
じ
く
国
境
貿
易
を
行
っ
た
が
夫
々
に
多
少
の
差
異
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
清
河
、
襲
陽
、
寛
実
の
三
互
市
は
万
暦
四

年
三
月
寛
実
等
六
畳
の
腰
築
を
期
に
聞
か
れ
た
こ
と
は
前
の
論
文
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
寛
集
互
市
に
つ
い
て
は
明
神
宗
実
創
刊
に
は
永

実
壁
北
互
市
と
云
い
、
同
じ
く
内
閣
文
庫
本
明
実
録
に
は
、

「
干
寛
、
氷
之
比
（
地
之
誤
？
）
許
其
互
市
」
と
云
い
、
万
暦
武
功
録
に
も
「
始
請
於

寛
奨
永
奨
互
市
」
と
あ
る
か
ら
、
寛
奨
だ
け
で
な
く
永
実
の
地
で
も
互
市
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
満
州
側
史
料
例
え
ば
満
州
実
録

に
は
「
撫
順
、
清
河
、
寛
築
、

理
陽
、

四
処
関
口
互
市
交
易
」
と
あ
り
、

永
奨
は
数
え
て
い
な
い
。
永
奨
が
開
市
さ
れ
た
と
し
て
も
繁
栄
せ

ず
、
寛
奨
が
主
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
佳
央
に
は
定
遼
右
衛
が
移
駐
さ
れ
、
従
っ
て
互
市
に
応
ず
る
明
側
の
態
勢
が
充
分
に
整
つ



て
い
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
寛
奨
主
市
開
始
を
求
め
た
楊
兆
、
張
学
顔
の
会
題
は
繋
陽
、
清
河
に
つ
い
て
は
何
に
も
触
れ
て
い
な
い

が
、
寛
食
（
に
続
い
て
こ
れ
ら
に
も
互
市
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

G

寛
僻
民
間
市
法
諸
史
料
共
女
直
側
の
要
請
と
い
う
こ
と
を
強
張
し
て
レ

い
な
寧
ろ
総
体
的
に
は
「
使
千
英
者
十
之
コ
ゴ
利
子
辺
者
十
之
七
」
と
云
う
と
こ
ろ
を
み
る
と
明
側
の

る
。
し
か
し
互
市
は
相
互
的
で
あ
り
、

利
が
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
勿
論
こ
の
諮
は
互
市
の
許
可
を
奏
請
し
た
会
題
中
に
見
え
る
故
、
許
可
を
谷
易
に
す
る
為
に
明
側
の
有
利
性
を
誇

張
し
て
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
割
引
せ
ね
ぽ
な
ら
向
。
し
か
し
五
分
五
分
と
し
て
も
明
側
に
不
利
は
な
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
た
め
に
寛

実
に
相
続
い
て
清
河
顎
陽
に
も
開
市
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
互
市
を
拐
で
は
撫
順
市
と
称
し
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
こ
の
撫

順
は
地
名
の
撫
順
で
は
な
く
、
順
夷
を
撫
慰
す
る
の
意
の
撫
順
で
あ
る
。

互
市
即
ち
撫
順
市
の
交
易
商
品
ぽ
明
側
か
ら
供
給
す
る
も
の
は
米
布
猪
塩
で
あ
り
、
女
直
側
は
人
萎
・
毛
皮
・
蜜
・
松
子
・
木
耳
・
蝋
な
ど

狩
猟
採
集
に
よ
る
物
貨
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
明
側
供
給
品
は
日
常
生
活
用
品
で
あ
り
、
女
直
側
に
は
馬
匹
を
商
品
に
含
ま
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
寛
奨
互
市
の
開
設
の
経
緯
を
示
す
諸
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

科
目

之
」
・
と
し
て
日
常
生
活
用
品
を
得
る
た
め
に
女
直
側
は
開
市
を
要
請
し
た
の
で
あ
り
、
明
側
で
は
こ
の
互
市
を
「
始
請
於
寛
寛
永
奨
互
市
。
蓋

東
夷
惟
米
布
猪
塩
υ

既
無
馬
匹
。
叉
非
遼
禁
宅
物
。
興
開
原
広
寧
撫
順
週
異
。
」
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
与
開
原
広
寧
撫
順
廻
異
」
の
語
は

「
我
衆
不
得
入
内
聞
猟
リ

又
不
敢
進
槍
」
れ
ば
「
日
食
将
需
用

実
録
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
山
中
間
見
録
に
も
見
え
、
結
局
明
で
は
克
実
の
互
市
は
岡
原
広
寧
撫
順
の
馬
市
と
は
異
な
る
性
質
の
交
易
場

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
互
市
と
馬
市
の
差
異
は
何
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
違
禁
物
即
ち
鋼
鉄
器
や
武
器
等
の
交
易
は
禁
制
で
あ
る
か
文

は
許
可
制
で
あ
り
、
違
禁
物
の
自
由
な
交
易
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
互
市
も
馬
市
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
は
両
者
の
差
異
の
理
由
に
は
な
ら

な
い
。
従
っ
て
馬
匹
の
売
貿
交
易
が
認
可
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
が
寛
箕
等
互
市
と
馬
市
と
の
相
違
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
馬
匹
交

易
の
有
無
は
そ
の
交
易
に
当
事
者
〈
買
手
）
と
し
て
官
が
関
係
す
る
か
否
か
と
い
う
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

馬
市
に
は
馬
匹
の
売
買
が
あ

り
、
馬
匹
の
烹
買
に
は
官
市
と
私
市
が
あ
り
、
或
は
貢
馬
験
収
が
行
な
わ
れ
、
馬
の
官
市
や
貢
馬
験
収
の
際
に
は
守
の
馬
価
支
払
即
ち
回
賜
の

明
米
遼
東
の
宣
市
場
補
遺
（
江
島
）

一_._ ノ、



明
末
遼
東
の
互
市
場
補
遺
（
江
島
）

一
六
回

賜
給
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
安
易
に
官
自
ら
が
当
事
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
互
市
（
撫
順
市
）
の
場
合
は
交
易
に
は
官
は

関
係
せ
ず
、
馬
市
の
私
市
と
同
じ
〈
全
て
民
聞
の
交
易
に
任
さ
れ
、
官
は
た
だ
治
安
維
持
と
抽
分
（
市
税
）
の
徴
収
と
そ
の
拙
分
を
以
て
す
る

撫
賞
と
を
行
う
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。
馬
市
と
互
市
の
根
本
的
な
相
違
は
馬
交
易
の
有
無
即
ち
官
が
交
易
の
当
事
者
と
し
て
交
易
に
参
加
す

る
か
一
合
か
に
あ
る
と
云
え
る
。
出
見
舞
等
の
一
均
一
市
は
馬
市
と
異
な
り
、
甘
口
は
交
易
に
参
加
せ
ず
、
日
常
生
活
用
品
を
主
と
し
て
女
直
と
明
側
商
氏

と
の
民
間
貿
易
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
い
は
ぱ
中
圏
内
地
で
行
わ
れ
た
定
期
市
や
関
市
な
ど
と
相
似
た
性
質
と
規
模
の
所
謂
民
市
的
交
易
現
象

で
あ
っ
た
と
も
云
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
木
市
に
つ
い
て
も
一
五
え
る
。
す
で
に
馬
市
に
お
い
て
も
日
常
生
活
物
資
の
民
間
交
易
は
許
さ
れ
て
い
た
。
開
原
交
易
や
撫
順
交

易
の
許
可
は
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
馬
市
で
は
先
述
の
如
く
馬
の
官
市
が
あ
り
、
貢
馬
の
審
験
受
納
も
行
わ
れ
、
交
日
明
に
官
、
が
関
与
し
た
。
そ

の
私
市
に
お
い
て
は
馬
は
勿
論
各
種
の
北
方
物
産
が
交
易
の
場
に
も
ち
出
さ
れ
、
明
側
商
民
と
民
間
ベ

l
ス
で
取
引
さ
れ
た
。
し
か
し
遼
東
で

の
辺
境
交
易
は
馬
市
の
み
に
限
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
こ
の
外
に
特
別
の
場
合
即
ち
食
糧
等
に
困
窮
の
場
合
は
臨
時
的
に
最
寄
り

の
辺
盤
に
「
換
塩
米
。
討
酒
食
」
の
便
宜
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
遼
東
京
巻
三
辺
略
・
撫
賞
の
条
に
は
、
撫
待
す
べ
き
対
象
と
し
て
、
朝
貢
互

市
に
来
る
者
と
、
沿
辺
報
事
す
る
者
と
「
換
続
米
・
討
酒
食
」
す
る
者
と
を
分
け
て
挙
げ
て
い
る
。
明
孝
宗
実
録
弘
治
十
四
年
十
二
月
辛
未
の
条

に
あ
る
「
有
求
討
塩
米
入
境
貿
易
之
制
」
と
は
求
討
境
米
の
制
と
入
埼
貿
易
の
制
と
の
こ
つ
で
あ
り
、
後
者
は
馬
市
交
易
を
指
し
、
前
者
は
こ

の
換
塩
米
討
酒
食
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
塩
米
と
あ
る
か
ら
北
方
民
族
は
家
資
毛
皮
そ
の
他
何
ら
か
の
も
の
を
持
参
し
て
食
糧
と

の
交
換
を
求
め
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
求
討
瓶
米
に
は
近
辺
の
守
壁
官
が
量
処
撫
待
を
委
託
さ
れ
て
お
り
、
外
夷
の
要
求
に
応
じ
塩
米

を
受
換
す
る
た
め
に
辺
俵
所
属
の
兵
士
に
科
鍛
し
、
且
つ
屡
々
そ
れ
に
乗
じ
て
兵
士
守
収
奪
す
る
者
が
あ
っ
て
問
題
に
な
っ
た
様
で
あ
る
。
求

討
塩
米
は
今
分
に
招
拘
阪
済
的
な
意
味
を
も
つ
が
、
結
局
北
方
は
穴
相
即
ち
日
用
必
需
物
資
の
交
換
取
得
で
あ
り
、
こ
れ
が
五
市
化
さ
れ
、
官
が

退
い
て
民
聞
が
表
一
山
に
出
て
来
れ
ば
い
凡
設
等
の
互
市
で
あ
り
、
或
は
遼
西
の
木
市
と
な
る
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
北
方



民
族
側
に
生
活
水
準
の
向
上
や
明
側
商
民
の
問
に
北
方
産
物
の
需
要
が
大
き
く
な
る
事
情
等
が
必
要
で
あ
る
。
明
末
に
お
け
る
木
市
の
開
設
に

は
そ
う
し
た
双
方
の
理
由
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
コ
特
に
明
側
に
お
け
る
木
材
乾
柴
の
需
要
は
甚
だ
高
く
、
木
市
の
開
設
は
寧
ろ
遼
東
商
民

の
希
望
に
添
う
こ
と
が
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
万
出
二
十
三
年
の
義
州
木
市
の
開
設
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
木

市
は
当
初
か
ら
私
市
即
ち
民
間
交
易
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
方
歴
二
十
九
年
寧
前
の
二
木
市
の
復
関
を
奏
請
し
た
繭
遼
総
替
万
世
徳
の
昔
日
に

遼
之
馬
市
視
他
鎮
不
件
。
他
鋲
皆
係
貢
虜
。
槍
必
不
市
。
市
必
不
槍
。
歳
出
数
万
。
明
以
為
問
。
彼
亦
噌
財
物
。
不
敢
動
也
。
若
遼
之
二

市
。
止
可
常
他
鎮
之
民
市
。
民
以
為
利
。
故
虜
雄
有
順
有
逆
。
終
不
為
之
絶
市
。

と
あ
る
。
遼
東
の
馬
市
が
他
鎮
例
え
ば
宣
府
や
大
同
な
ど
の
馬
市
と
は
具
な
り
、
他
鎮
の
民
市
に
相
当
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
民
市
と
は
明

代
に
圏
内
各
地
で
聞
か
れ
た
定
期
市
や
都
市
の
城
門
附
近
で
見
ら
れ
る
関
市
の
様
な
も
の
を
さ
し
、
そ
こ
で
は
主
と
し
て

H
常
生
活
の
た
め
に

必
要
な
雑
多
な
商
品
、
が
民
間
人
相
互
の
聞
に
取
引
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
官
が
取
引
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
守
口
は
た
だ
取

引
商
品
に
対
す
る
市
税
の
収
納
者
及
治
安
の
維
持
者
と
し
て
監
督
関
係
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
万
世
徳
は
遼
東
の
馬
市
を
民
市
に
相
当
す
る
と

見
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
中
に
見
え
る
遼
之
二
市
と
は
馬
市
と
木
市
を
指
し
て
い
る
。
従
っ
て
木
市
も
馬
市
同
様
民
市
に
相
当
す
る
取
引
が
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
正
確
に
云
え
ば
万
世
徳
の
言
は
馬
市
に
つ
い
て
は
当
ら
ず
、
た
だ
木
市
に
つ
い
て
の
み
正
し
い
と
考
え
る
。

馬
市
に
は
本
来
官
市
が
あ
り
、
貢
馬
験
収
が
行
わ
れ
、
官
が
取
引
当
事
者
と
な
り
、
馬
価
支
払
即
ち
回
腸
の
授
与
に
当
る
の
で
あ
る
か
ら
、
民

市
に
相
当
す
る
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
明
末
に
は
官
市
は
云
う
に
足
ら
ず
、
或
は
全
く
行
わ
れ
ず
、
専
ら
私
市
交
易
が
盛
行
し
た
こ

と
を
採
り
あ
ぐ
れ
ば
、
民
市
に
相
当
す
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
李
化
竜
伝
に
「
遼
東
馬
市
成
祖
所
開

Q

無
他
賞
。
本
聴
商
民
奥
交

易
。
木
市
興
馬
市
。
等
有
利
於
民
。
不
費
於
官
」
と
云
う
の
は
、
ま
さ
に
馬
市
に
お
け
る
官
市
の
な
い
状
態
、
専
ら
私
市
交
易
の
み
が
行
わ
れ
て
い

る
状
態
を
以
て
馬
市
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
不
費
於
官
」
即
ち
交
易
に
際
し
て
官
の
直
接
の
出
費
（
馬
価
の
支
払
）
が
な
い
の
は
守
市
が
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
馬
市
の
私
市
の
み
を
云
え
ば
、
こ
れ
は
民
市
に
相
当
す
る
と
云
い
得
る
。
木
市
は
馬
市
の
私
市
と
相
似
た
も
の
、
即
ち
な

明
末
遼
東
の
互
市
場
補
遺
ハ
江
車
問
）

一
六
五



明
末
出
血
東
の
互
市
場
補
選
（
江
島
）

一
六
六

引
に
官
が
当
事
者
と
な
る
こ
と
が
な
く
、
専
ら
民
間
交
易
の
場
と
し
て
許
可
さ
れ
た
υ

従
っ
て
木
市
は
、
北
方
民
族
に
と
っ
て
は
生
活
必
需
物

資
の
賀
入
市
場
と
し
て
、
明
側
商
民
に
と
っ
て
は
木
材
乾
柴
そ
の
他
北
方
物
産
の
輸
入
市
場
と
し
て
民
而
的
性
格
の
互
市
場
で
あ
り
、
双
方
の

民
が
有
無
相
通
じ
て
利
を
得
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
北
方
民
族
の
侵
冠
恭
順
如
何
に
関
わ
ら
、
ず
、
発
展
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

木
市
の
双
方
の
商
品
を
詳
細
に
述
べ
た
記
事
は
管
見
の
限
り
見
当
ら
ぬ
。
明
実
録
や
明
史
李
竜
伝
等
の
木
市
開
設
に
関
す
る
記
述
は
北
か
ら

の
木
材
を
挙
ぐ
る
の
み
で
あ
る
。
録
遼
碩
画
巻
三
に
見
え
る
遼
東
巡
撫
李
維
翰
の
題
奏
中
に
掲
ぐ
る
痩
雲
盤
の
守
盤
官
沈
時
行
の
禦
報
に
よ
れ

ば
、
新
安
関
か
ら
進
入
し
た
福
余
術
（
実
は
蒙
古
曜
爾
略
部
）
夷
簡
の
媛
兎
、
宰
饗
、
ト
児
亥
三
営
の
通
夷
五
百
名
が
、
事
二
百
輔
に
木
植
・
乾

柴
を
装
載
し
、
ま
た
牛
・
馬
・
羊
・
皮
監
を
随
帯
し
て
来
た
り
、
売
ら
ん
こ
と
を
求
め
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
慶
雲
盤
馬
市
で
の
互
市
を
求
め
た

の
で
あ
る
が
、
北
か
ら
の
商
品
と
云
え
ば
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
が
殆
ん
ど
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
木
市
に
出
入
し
た
の
も
同
じ
く
冗
良
恰

の
架
顔
福
余
泰
寧
の
＝
一
衡
を
名
乗
ろ
貫
曾
淳
で
あ
り
、
彼
等
が
木
市
に
立
〈
売
L
K
商
品
も
馬
止
符
除
い
て
大
体
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
見
て
よ

ぃ
。
た
だ
馬
だ
け
は
木
市
で
の
取
引
が
許
さ
れ
た
か
ど
う
か
。
寛
奨
等
互
市
の
例
か
ら
推
し
て
も
木
市
で
の
馬
の
取
引
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
馬
の
取
引
が
許
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
木
市
は
全
く
馬
市
（
の
私
市
）
と
同
じ
交
易
を
行
い
、
馬
市
と
呼
ば
れ
て
差
支

え
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が
木
市
と
呼
ば
れ
た
の
は
単
に
木
材
取
引
が
主
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
拠
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
と
思

ぅ
。
他
の
商
品
と
異
な
り
馬
は
軍
馬
と
し
て
武
器
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
輸
入
買
入
れ
に
際
し
て
は
官
が
優
先
す
る
必
要
が
あ
る
。
殆
ん
ど
官
市

は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
も
、
馬
市
で
は
い
つ
で
も
優
先
的
に
官
市
ず
る
権
利
と
体
制
は
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
開
原
広
寧
等
で
の
潟
市
の
体
制

は
有
名
無
実
化
し
つ
つ
な
お
維
持
さ
れ
た
。
木
市
で
馬
の
取
引
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
当
然
そ
こ
で
も
こ
の
体
制
が
採
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

木
市
が
民
市
的
な
互
市
と
い
う
の
は
、
或
は
「
不
費
於
官
」
と
は
、
官
市
の
な
い
互
市
の
休
制
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
ま
た

立
震
の
例
か
ら
推
し
て
も
木
市
で
は
馬
の
取
引
は
許
可
さ
れ
た
か
っ
た
と
考
え
る
こ
れ
が
同
じ
様
た
閏
境
五
市
で
も
木
市
は
馬
市
と
呼
ば
れ

ず
、
主
た
る
北
か
ら
の
商
品
た
る
木
村
乾
柴
に
因
む
木
市
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

一
方
木
市
え
の
明
側
か
ら
の
供
給
商
品



は
、
求
討
塩
米
（
換
塩
米
討
酒
食
）
の
制
の
発
展
と
考
え
て
も
、
或
は
民
市
的
性
格
か
ら
考
え
て
も
、
北
方
民
族
に
需
要
さ
れ
た
食
糧
や
布
貨

即
ち
寛
実
な
ど
と
等
し
い
日
常
生
活
品
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(I) 

「
明
末
泌
東
の
互
市
場
」
の
末
尾
に
お
げ
た
表
の
馬
市
の
的
名
欄
の

慶
雲
慢
と
南
関
は
相
互
に
入
れ
替
え
ね
は
な
ら
な
い
。

和
凶
清
山
内
一
士
東
亜
史
研
究
六
察
恰
，
h
同
部
の
玄
遷
の
灸
参
照

天
啓
七
年
三
月
号
J

函
の
上
記
の
郡
一
一
械
に
よ
れ
ば
撫
賞
之
処
即
ち
五
市

場
と
し
て
鉄
鎖
、
平
虜
保
守
備
、
静
俸
が
新
た
に
追
加
さ
れ
得
る
。
平

虜
蛍
は
溶
陽
所
属
、
鎮
静
佳
は
広
寧
所
属
、
い
づ
れ
も
溢
河
套
に
面

し
た
辺
絡
内
の
鑓
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
更
に
確
認
の
他
史
料

を
必
要
と
す
る
が
後
考
に
倹
つ
。
但
し
恐
ら
く
長
安
盤
木
市
と
大
略

同
様
の
起
源
、
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

川
川
和
田
清
博
士
前
記
東
亜
史
研
究
参
照

加
満
州
実
録
益
六
太
祖
敗
斎
（
宰
）
安
兵
、
陣
檎
玄
同
組
日
見
太
祖
、
及

（
万
慰
問
十
七
年
H
a
天
命
四
年
〉
十
月
二
十
二
日
、
十
一
月
初
一
日

の
条
等
参
同

(3) (2) 明
末
遼
東
の
五
市
場
椅
遺
〔
江
’
陪
）

明
神
宗
実
録
万
暦
四
十
七
年
六
月
己
卯
、
同
四
十
七
年
七
月
予
未
・

戊
成
、
同
国
十
七
年
十
一
一
月
叩
寅
、
同
四
十
八
年
正
月
乙
酉
等
の
条

ω
明
以
心
不
安
緑
天
啓
元
年
二
丹
乙
討
の
条

川
川
山
山
山
川
市
市
実
録
天
啓
七
年
ご
一
M
川
十
十
酋
の
条

側
明
神
京
実
録
万
剛
山
四
年
三
一
月
庚
子

帥
M
W

一
夜
帥
に
同
じ

例
内
閣
文
庫
本
明
神
宗
実
録
万
暦
四
年
三
月
由
民
子

制
万
暦
武
功
録
巻
十
一
王
冗
堂
越
鎖
羅
骨
列
伝

附
註
仰
に
阿
じ

帥
仙
山
積
「
明
正
統
期
に
お
け
る
女
直
朝
貢
の
制
限
」
東
祥
史
学
6
隠
及

「
明
代
女
直
刺
貢
貿
易
の
概
観
」
史
淵
七
十
七
輯

明
神
心
不
安
録
万
踏
二
十
九
年
十
二
月
事
未

明
史
巻
二
百
二
十
八
李
化
抱
一
広

(7) 自由 (I百

一
六
七




